
マークテック

リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
事
業
に
本
格
参
入

三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
提
携

（１） 第１５２２号（昭和年月日創刊）２０２４年（令和年）８月２０日（火） （毎月５・日発行）
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マ
ー
ク
テ
ッ
ク
（
西
本
圭
吾
社
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
装
置
な

ど
の
中
古
機
器
を
回
収
し
、
現
在
の
環
境
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
整
備
し
て
販
売

す
る
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
事
業
に
参
入
す
る
と
発
表
し
た
。
顧
客
が
機
械
装
置
を
導

入
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
循
環
型
経
済
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
今
回
、
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
事
業
へ
の

本
格
参
入
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
検
査
会
社
や
検
査
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
高
い
注

目
を
集
め
て
い
る
。

産業用Ｘ線ＣＴスキャン装置

撮像した自動車部品

　
マ
ー
ク
テ
ッ
ク
で
は
、
こ

れ
ま
で
取
引
先
企
業
な
ど
か
ら
「
使
用
し
て
い
な
い
装
置

が
あ
り
、
場
所
や
維
持
管
理
費
が
か
か
る
」
「
廃
棄
し
た

い
が
コ
ス
ト
が
か
か
る
」

「
新
し
い
装
置
へ
入
れ
替
え

た
い
が
、
稼
働
中
の
装
置
の

処
分
に
困
っ
て
い
る
」
「
装

置
を
導
入
し
た
い
が
、
投
資

金
額
が
高
額
と
な
り
購
入
で

き
な
い
」
な
ど
の
声
を
聞
い

て
い
た
。

　
こ
の
た
め
、
新
た
に
検
査

機
器
装
置
に
お
け
る
リ
フ
ァ

ー
ビ
ッ
シ
ュ
市
場
を
創
出

し
、本
格
参
入
す
る
こ
と
で
、

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
装
置
な

ど
の
機
械
装
置
販
売
の
市
場

活
性
化
を
進
め
て
い
く
。

　
か
ね
て
か
ら
機
械
装
置
市

場
に
お
け
る
非
破
壊
検
査
機

器
は
、
中
古
装
置
市
場
が
な

い
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
挙
が
っ

て
い
た
た
め
、
マ
ー
ク
テ
ッ

ク
が
こ
れ
に
応
え
た
形
と
い

え
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
事
業
で
は

マ
ー
ク
テ
ッ
ク
が
単
独
で
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
く
の
で

は
な
く
、
三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ

タ
ル
（
久
井
大
樹
代
表
取
締

役
）
と
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
提

携
に
よ
り
、
国
内
外
の
営
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
両

社
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
顧

客
ニ
ー
ズ
を
深
耕
し
、
よ
り

高
い
付
加
価
値
と
豊
富
な
機

会
を
提
供
し
て
い
く
。

　
両
社
は
相
互
の
国
内
外
の

営
業
力
や
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
最
大
限
に
活
用
し
、
リ

フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
の
拡
販

や
受
託
検
査
サ
ー
ビ
ス
の
拡

販
を
積
極
展
開
し
て
い
く
。

　
具
体
的
な
事
業
フ
ロ
ー
と

し
て
は
①
マ
ー
ク
テ
ッ
ク
が

装
置
を
所
有
す
る
顧
客
か
ら

中
古
装
置
を
購
入
（
再
生
可

能
の
可
否
な
ど
を
確
認
）
②

中
古
装
置
の
部
品
交
換
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
整
備
を

実
施
③
マ
ー
ク
テ
ッ
ク
が
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
完
了
品
（
整
備

済
再
生
品
）
を
三
菱
Ｈ
Ｃ
キ

ャ
ピ
タ
ル
に
販
売
④
三
菱
Ｈ

Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
購
入
を
検

討
す
る
顧
客
へ
販
売
す
る
―

と
い
っ
た
流
れ
と
な
る
。

　
な
お
、
取
り
扱
う
Ｘ
線
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
装
置
に
つ
い
て

は
、
協
業
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
コ
メ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
協
力
を
得

て
中
古
装
置
の
整
備
を
実
施

す
る
見
込
み
だ
。

　
今
後
は
、
市
場
が
あ
る
程

度
拡
大
す
る
ま
で
、
中
古
機

器
装
置
の
在
庫
を
保
有
せ

ず
、
売
り
手
と
買
い
手
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
購
入

す
る
顧
客
が
確
定
し
た
後
、

前
記
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
行
し

て
い
く
。

　
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
事
業

に
つ
い
て
マ
ー
ク
テ
ッ
ク
で

は
、
装
置
や
顧
客
の
使
用
環

境
に
よ
っ
て
、
状
態
も
様
々

で
あ
り
、
事
前
の
設
備
診
断

な
ど
修
理
・
改
修
時
の
注
意

点
な
ど
は
あ
る
と
い
う
が
、

中
長
期
的
な
可
能
性
に
強
い

期
待
感
を
示
し
て
お
り
「
将

来
的
に
は
国
内
の
み
な
ら
ず

東
南
ア
ジ
ア
領
域
へ
の
展
開

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
」
と

し
て
い
る
。

ー
ン
導
入
に
よ
る
負
担
軽
減

が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
う
ち
、
水
力
発
電
所

の
水
路
内
点
検
で
は
従
来
、

検
査
員
が
直
接
水
路
に
入
り

目
視
に
よ
り
行
っ
て
い
た

が
、
水
路
に
よ
っ
て
は
急
傾

斜
や
暗
所
、
狭
あ
い
な
現
場

も
多
く
、
１
０
０
㍍
程
度
の

点
検
を
行
う
場
合
に
丸
１
日

か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
こ
の
た
め
検
査
員
の
安
全

面
で
の
リ
ス
ク
や
業
務
負

担
、
作
業
員
に
よ
る
点
検
精

度
の
バ
ラ
つ
き
や
変
状
個
所

の
見
落
と
し
な
ど
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
今
回
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
３
を
実

践
投
入
し
た
こ
と
で
、
こ
う

し
た
現
場
の
点
検
作
業
時
間

は
約
１
時
間
へ
と
大
幅
に
短

縮
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

検
査
員
が
暗
く
て
狭
い
水
路

内
に
入
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
作
業
環
境
や
安

全
性
も
大
幅
に
向
上
。

　
ま
た
、
付
属
ソ
フ
ト
の
Ｉ

ｎ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
に
よ
る

デ
ー
タ
化
（
３
次
元
点
群
デ

ー
タ
）
に
よ
り
、
３
Ｄ
モ
デ

ル
の
作
成
や
危
険
個
所
の
測

量
な
ど
点
検
品
質
も
各
段
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
東
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ベ
イ

に
よ
れ
ば
、
設
備
の
定
期
点

検
や
緊
急
点
検
な
ど
で
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
た
こ
と
で
、




